
                 合意形成までの全体フロー 

 

 

１、独立の活動時期 

  この時期は、活動のスタートで独立までの要点 

 

 

 

①独立を求める会スタート 

管理会社を変更 

役員を変更 

事例では・・・ 

管理会社を変更することで 

普通決議を可決する事が可能 

となった。 

（独立への具体的の道筋） 

事例では・・・ 

旧理事会の提出する議案を否決

し、新理事会発足を関係会社に 

交渉することが可能となり、最

終的に役員変更を達成 

 

事例では・・・ 

役員を変更する議案を提出し 

可決することで理事長変更の道 

筋が見えた 

（独立への具体的の道筋） 

②新理事会の発足へ 

独立を達成 

 

改善活動への準備 



２、規約一部変更と理事会活動活性化の時期 

  この時期は規約変更と改善活動活性化の時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②新理事会の発足 

規約一部変更達成 

理事会活性化 6 月 

改善活動に成果 

外部専門家導入 

③規約変更検討開始へ 

成果物あり 

成果物・・・ 

建物管理改善、収支改善 

事例では・・・ 

規約の変更で外部専門家を導入可能

となり理事会活動の活性化、管理規

約変更への流れが出来た 

 

事例では・・・ 

外部専門家枠で理事会に参加す

ることで理事会活動をサポート

できる様になった（6/14～） 



３、規約の全面変更活動時期 

  この時期は規約改訂活動を並行して行った時期 

 

第２回検討会 11 月 

規約変更案上程 1 月 

成果物・・・ 

管理規約、使用細則改訂版 

③規約変更検討開始 

第１回説明会 10 月 

第３回検討会 12 月 

事例では・・・ 

管理規約を全面的に変更するこ

とで管理不全状態を規約面から

も改善する（9/11～） 

事例では・・・ 

区分所有者全員に現状の規約を

配布して、アンケートと説明会

を実施した（10/18） 

事例では・・・ 

役員及び関係者に規約変更案を

配布して、変更点の説明会を実

施した（11/14）  

事例では・・・ 

区分所有者全員に規約変更案を

配布して、アンケートを回収し

説明会を実施した（12/19）  

成果物あり 


